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よって却って今 ここの生に執着 し、 日常生活か
ら死を意図的無意図的に隠蔽忘却することに努
めてきたからである。
4死 へ の準 備教育 とキ リス ト教
夏目漱石は 『硝子戸の中』で、他人の死ぬの
はあた りまえでも、自分は死なないのがあたり





































































































こと、「キリス トの倣び」が死の不安 を克服 し
ただ
て新 しき人になる、義 しく生きる道である。私
はキリス ト教 は二千年の間世界の人々を癒 し、
今も力づけることのできる偉大な世界宗教であ
ると考えるし、その神学も十分に練られたもの
で、キリス ト教の教義自体 に全 く違和感はな




























のか らだは私 にとっては異物化 したからだで
あって、現に私が生 きている 「私 自身のか ら
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を祀 ることを偶像崇拝 として厳 しく禁 じてい






























な く形 も変 り得 るのだと考 えなければならな
い。そして、そのようにものがみな変化するの
は、 ものがそれぞれ孤立 した実体ではなく、他
のもの と互いに深 く関わ り合い働 き合ってい
て、 この世界が全体 として絶えず進化 している
からだと考えることができなければならない。
こうしたものの見方考え方は、近代合理主義的




























め、「不死永生」をねが うが、仏教 の特徴 は















別 と対立があ ると思っている。 しか し仏教で
は、物や事はそれぞれに孤立 した実体ではな





に働 き合っている とい う点では 厂不二」であ
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